
沖縄県立南部 医療 センター・ こども医 療 センター  

患 者 給 食 業 務 委 託 契 約 書 （ 案 ）  

 

 沖 縄 県 立 南 部 医 療 セ ン タ ー ・ こ ど も 医 療 セ ン タ ー 院 長  福 里  吉 充 （ 以 下 「 甲 」 と

い う 。 ） と ○ ○  ○ ○ （ 以 下 「 乙 」 と い う 。 ） と 公 益 社 団 法 人 日 本 メ デ ィ カ ル 給 食 協

会 会 長 ○ ○  ○ ○ （ 以 下 「 丙 」 と い う 。 ） は 、 沖 縄 県 立 南 部 医 療 セ ン タ ー ・ こ ど も 医

療 セ ン タ ー の 患 者 給 食 業 務 に つ い て 次 の と お り 契 約 を 締 結 す る 。  

 

（ 総 則 ）  

第 １ 条  甲 は 、 患 者 給 食 内 容 の 質 の 向 上 を 図 る た め 、 乙 に 給 食 業 務 を （ 以 下 「 業 務 」

 と い う 。 ） を 委 託 し 、 乙 は 、 こ れ を 受 託 し 、 誠 実 に 履 行 す る 。  

 

（ 委 託 内 容 ）  

第 ２ 条  こ の 契 約 に 基 づ き 甲 が 乙 に 委 託 す る 業 務 の 範 囲 及 び 内 容 は 、 別 紙 給 食 業 務 仕

 様 書 に 定 め る と お り と す る 。  

２  前 項 の 仕 様 書 に 明 示 さ れ て い な い 事 項 に つ い て は 、 甲 と 乙 で 協 議 の 上 、 定 め る 。  

 

（ 契 約 期 間 ) 

第 ３ 条  契 約 期 間 は 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ９ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で と す る 。  

２  令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら こ の 契 約 が 成 立 し た 時 ま で の 間 に 、 乙 が 甲 の た め に 、 甲 の

 委 託 業 務 と し て 行 っ た 行 為 は 、 こ の 契 約 に 基 づ き 行 っ た 業 務 と み な す 。  

 

（ 委 託 料 金 ）  

第 ４ 条  こ の 契 約 に 基 づ く 各 給 食 の 請 負 金 額 は 以 下 の と お り と す る 。  

摘   要  単   価  備   考  

固 定 管 理 費          円  税 込        円  

う ち 、 消 費 税 額   円  

一 般 食  円 / 食  税 込        円  

う ち 、 消 費 税 額   円  

ミ ル ク       円 / 食  税 込        円  

う ち 、 消 費 税 額   円  

特 別 食  円 /食  

  

税 込        円  

う ち 、 消 費 税 額   円  

付 加 食 及 び 特 殊 ミ ル ク  実 費 に よ る 請 求   

行 事 食  実 費 に よ る 請 求   

※ 表 中 の 消 費 税 額 と は 、 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 を 意 味 す る 。  

 上 表 の 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 は 、 消 費 税 法 第 28 条 第 １ 項 及 び 第 29 条 の 規 定 並 び  

に 地 方 消 費 税 法 第 72 条 の 82 及 び 72 条 の 83 の 規 定 に 基 づ き 算 出 し た も の で 、 請 負  

単 価 に 110 分 の 10 を 乗 じ て 得 た 金 額 で あ る 。 契 約 期 間 中 途 に お い て 消 費 税 等 の 税

率 が 改 正 さ れ た 場 合 は 、 改 正 後 の 税 率 に よ り 定 め る も の と す る 。  

 

（ 委 託 料 の 請 求 ）  

第 ５ 条  乙 は ､当 該 月 分 を 翌 月 の 10 日 ま で に 仕 様 書 に 定 め る 毎 月 の 業 務 完 了 報 告 書 と

 と も に 甲 に 請 求 し 、 甲 は 乙 の 適 正 か つ 正 当 な 請 求 書 を 受 理 し た 日 か ら ３ ０ 日 以 内 に

 支 払 う も の と す る 。  

 



２  乙 は 、 甲 が 自 己 の 理 由 に よ り 料 金 の 支 払 を 遅 延 し た 場 合 は 、 前 項 の 期 間 満 了 の 翌

 日 か ら 支 払 の 日 ま で の 日 数 に 応 じ 、 政 府 契 約 の 支 払 遅 延 防 止 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和  

24 年 法 律 第 256 号 ） 第 ８ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ い た 率 に よ り 計 算 し た 遅 延 利 息 を 甲

 に 請 求 で き る も の と す る 。  

 

（ 契 約 保 証 金 ）  

第 ６ 条  こ の 契 約 に か か る 保 証 金 は 、     円 と す る （ ま た は 沖 縄 県 財 務 規 則  

第 101 条 第 ２ 項 第  号 の 規 定 に よ り 免 除 す る ） 。  

 

（ 契 約 内 容 の 遂 行 、 関 係 法 令 の 遵 守 ）  

第 ７ 条  乙 は 、 本 契 約 を 履 行 す る に 当 た り 、 乙 の 従 業 員 を 指 揮 監 督 の 上 、 食 品 衛 生

法 、 健 康 増 進 法 、 労 働 基 準 法 、 最 低 賃 金 法 、 そ の 他 関 係 法 令 等 を 遵 守 し 、 関 係 機 関

の 指 示 に 従 い 適 正 か つ 迅 速 に 処 理 し な け れ ば な ら な い 。  

２  乙 は 、 乙 の 従 業 員 の 中 か ら 現 場 を 統 括 で き る 能 力 の あ る 業 務 責 任 者 ２ 人 を 定 め る

 こ と 。 な お 業 務 の 統 括 責 任 者 は ､栄 養 士 と し 、 副 責 任 者 は 調 理 師 と す る 。  

３  乙 は 、 従 業 員 の 職 場 秩 序 維 持 の 責 任 を 持 ち 、 災 害 防 止 責 任 者 を 定 め 、 火 災 等 災 害

 防 止 に 努 め 管 理 運 営 に 万 全 を 期 す こ と 。  

４  乙 は 本 条 第 一 項 に 基 づ き 、 乙 の 従 事 者 に 対 す る 法 令 等 に つ い て 一 切 の 責 任 を 負

う 。  

 

（ 経 費 の 負 担 区 分 ）  

第 ８ 条  材 料 費 、 人 件 費 、 水 道 光 熱 費 、 非 常 時 食 品 、 廃 油 、 残 飯 処 理 、 給 食 業 務 に 係

 る 消 耗 品 、 消 毒 剤 、 洗 剤 等 は 乙 の 負 担 と す る 。  

但 し 、 ウ ィ ン ボ ッ ク 換 気 天 井 シ ス テ ム に 使 用 す る 洗 剤 は 甲 の 負 担 と す る 。  

２  甲 は 、 甲 の 所 有 す る 給 食 設 備 及 び 給 食 用 備 品 を 乙 に 使 用 さ せ る 。  

３  甲 は 、 甲 の 所 有 す る ガ ス コ ン ロ を 定 期 的 に ガ ス 点 検 を 行 う も の と す る 。  

４  貸 与 物 品 の 管 理 は 乙 に お い て 行 い 、 甲 の 所 有 に か か る 設 備 及 び 器 具 の 破 損 修 理 は

 甲 の 負 担 と す る 。 但 し 、 故 意 に 重 大 な る 過 失 に よ っ て 生 じ た 損 害 は 乙 の 負 担 と す  

る 。  

５  食 器 、 お 膳 は 甲 の 負 担 と し 、 調 理 に 関 す る 器 具 は 乙 の 負 担 と す る 。   

 

（ 業 務 遂 行 上 の 注 意 事 項 ）   

第 ９ 条  甲 は 甲 の 所 有 す る 電 子 カ ル テ 及 び 給 食 シ ス テ ム を 乙 に 使 用 さ せ る 。  

２  乙 は 食 事 オ ー ダ ー に 関 す る 問 い 合 わ せ 及 び 電 子 カ ル テ 及 び 給 食 シ ス テ ム で の 変 更

 を 行 う こ と が 出 来 る も の と す る 。  

３  乙 は 、 献 立 作 成 に あ っ て は 、 食 種 、 基 準 等 は 甲 の 「 治 療 食 指 針 」 に 基 づ き 作 成 す

 る こ と 。  

４  乙 は 、 個 別 献 立 対 応 に あ っ て は 、 甲 と の 調 整 及 び 連 携 を 行 い 、 医 師 の 指 示 範 囲 で

 行 う こ と 。  

５  乙 は 、 行 事 食 へ の 参 加 及 び 患 者 訪 問 を 行 い 、 患 者 サ ー ビ ス に 努 め る こ と 。  

６  乙 は 、 給 食 材 料 の 仕 入 れ 及 び 保 管 管 理 に 当 た っ て は 、 品 質 、 鮮 度 、 衛 生 状 態 等 に

 つ い て 十 分 に 留 意 す る こ と 。  

７  乙 は 、 予 定 献 立 に 基 づ き 所 要 の 栄 養 、 品 質 、 量 が 確 保 さ れ る 調 理 を 行 う こ と 。  

８  乙 は 、 患 者 給 食 に お い て 、 使 用 さ れ る 食 材 に つ い て は 、 安 全 面 及 び 栄 養 面 、 衛 生

 面 に 留 意 し て 選 択 さ れ た も の で あ る こ と 。  

９  乙 は 、 甲 以 外 の 者 に 献 立 表 を 提 供 す る 場 合 は 、 甲 に 許 可 を 得 る こ と 。  

10 乙 は 、 必 要 な 帳 票 を 整 備 し 、 甲 の 確 認 を 受 け る こ と 。  

11 乙 は 、 甲 の 定 め る 給 食 作 業 時 間 、 配 膳 時 間 及 び 下 膳 時 間 を 遵 守 し 、 適 時 適 温 給 食



 に 努 め る こ と 。  

 

（ 従 業 員 ）   

第 10 条   円 滑 な 業 務 実 施 の た め 、 乙 の 従 業 員 33 人 以 上 で 栄 養 士 ６ 人 以 上 、 調 理 員 27

 人 以 上 （ 調 理 業 務 を 担 当 す る 栄 養 士 ・ 洗 浄 パ ー ト 可 ） を 配 置 し な け れ ば な ら な い 。  

２  栄 養 士 は 管 理 栄 養 士 を 含 み 、 調 理 師 は 、 調 理 員 の 50％ 以 上 で な け れ ば な ら な い 。  

３  乙 は 、 調 理 師 免 許 を 有 さ な い 者 に 調 理 業 務 を さ せ て は な ら な い 。 但 し 、 栄 養 士 免

 許 を 有 し て い る 者 は そ の 限 り で は な い 。  

４  乙 は 、 乙 の 従 業 員 に 欠 員 が 生 じ な い よ う に し な け れ ば な ら な い ｡ 

５  乙 は 、 乙 の 従 業 員 の 配 置 に 関 し て は 別 紙 仕 様 書 の 勤 務 条 件 を 遵 守 す る こ と 。  

６  乙 は 、 乙 の 従 業 員 に 対 し 定 期 的 に 衛 生 面 、 調 理 面 及 び 盛 り 付 け 等 の 技 術 的 な 教 育

 又 は 訓 練 を 実 施 し な け れ ば な ら な い 。  

７  乙 は 、 乙 の 従 業 員 に 対 し 定 期 的 に 健 康 診 断 及 び 検 便 を 実 施 し な け れ ば な ら な い 。  

８  甲 は 、 乙 の 従 業 員 の う ち 不 適 当 と 認 め た も の に つ い て は 、 乙 に 対 し て そ の 就 業 禁

 止 又 は 交 代 を 求 め る こ と が で き る 。  

 

（ 暴 風 雨 時 の 業 務 ）  

第 1 1 条  乙 は 、 暴 風 雨 警 報 が 発 令 さ れ た 場 合 に お い て も 業 務 を 遂 行 す る こ と 。  

 

（ イ ン シ デ ン ト 報 告 ）  

第 12 条  乙 は 、 乙 が 関 与 す る イ ン シ デ ン ト が 発 生 し た 場 合 は 、 直 ち に 甲 の 管 理 担 当

者 に 連 絡 す る と と も に 報 告 書 を 甲 に 提 出 す る こ と 。  

 

（ 感 染 症 対 策 ）  

第 13 条  乙 は 、 業 務 遂 行 す る に あ た り 、 業 務 従 事 者 に 対 し Ｂ 型 肝 炎 、 麻 疹 、 風 疹 、

水 痘 及 び 流 行 性 耳 下 腺 炎 の 抗 体 価 検 査 を 実 施 す る こ と 。  

２  各 感 染 症 に お け る 抗 体 価 が 、 陰 性 ま た は 抵 抗 体 価 と 評 価 さ れ た 者 に 対 し て 、 「 日

 本 環 境 感 染 学 会  医 療 従 事 者 の た め の ワ ク チ ン ガ イ ド ラ イ ン 第 ２ 版 」 で 示 す 基 準 を

 満 た す ま で ワ ク チ ン 接 種 を 実 施 す る こ と 。  

３  甲 の 求 め に 応 じ て 、 業 務 従 事 者 の 抗 体 検 査 結 果 、 ワ ク チ ン 接 種 の 状 況 が 確 認 で き

 る 資 料 を 提 出 す る こ と 。  

４  業 務 従 事 者 に 対 し 、 イ ン フ ル エ ン ザ ワ ク チ ン を 接 種 す る こ と 。  

５  本 条 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で に 係 る 一 切 の 費 用 は 、 乙 が 負 担 と す る こ と 。  

 

（ 秘 密 の 保 持 ）  

第 14 条  業 務 の 遂 行 上 直 接 又 は 間 接 に 知 り 得 た 秘 密 を 外 部 に 漏 ら し 、 又 は 他 の 目 的

に 利 用 し て は な ら な い 。 こ の 契 約 が 終 了 し 、 又 は 解 約 さ れ た 後 に お い て も 同 様 の 取

扱 い と す る 。  

 

（ 個 人 情 報 の 保 護 ）  

第 15 条  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 事 務 を 処 理 す る た め の 個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て

は 、 別 記 「 個 人 情 報 取 扱 特 記 事 項 」 を 守 ら な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 調 査 等 ）  

第 16 条  甲 は 、 第 ７ 条 に 基 づ く 業 務 の 遂 行 や 関 係 法 令 の 遵 守 に つ い て 、 必 要 が あ る

と 認 め た と き は 、 委 託 業 務 の 実 施 状 況 及 び 必 要 な 帳 票 等 に つ い て 点 検 又 は 調 査 を 行

い 、 必 要 な 資 料 の 提 供 を 求 め る こ と が で き る 。  

 



（ 改 善 命 令 ）  

第 17 条  甲 は 、 乙 が 実 施 す る 業 務 の 内 容 又 は 管 理 運 営 が 不 適 当 と 認 め た と き は 、 そ

の 都 度 必 要 な 改 善 を 乙 に 求 め る こ と が で き る 。  

 

（ 権 利 義 務 の 譲 渡 及 び 再 委 託 の 禁 止 ）  

第 18 条  乙 は 、 甲 の 承 諾 を 得 た 場 合 を 除 き 、 こ の 契 約 に よ っ て 生 ず る 権 利 又 は 義 務

の 全 部 若 し く は 一 部 を 第 三 者 に 譲 渡 し 、 又 は 承 継 さ せ 、 若 し く は 業 務 の 処 理 を 代 行

さ せ て は な ら な い 。  

２  乙 は 、 甲 が 委 託 し た 業 務 の 全 部 又 は 一 部 に か か わ ら ず 、 第 三 者 に 再 委 託 し て は な

 ら な い 。 た だ し 、 事 前 に 甲 の 書 面 に よ る 承 認 を 得 た 場 合 は 再 委 託 す る こ と が で き る

 も の と す る 。  

３  前 項 で 甲 の 承 認 を 得 て 業 務 を 第 三 者 に 再 委 託 す る 場 合 に お い て も 、 乙 の 義 務 は 免

 責 さ れ る も の で は な い 。  

 

（ 契 約 の 解 除 等 ）  

第 19 条  甲 は 、 乙 が 各 号 の 一 に 該 当 す る 場 合 に お い て は 、 こ の 契 約 を 直 ち に 解 除 す

る こ と が で き る 。  

（ １ ） こ の 契 約 に 違 反 し 、 又 は 違 反 す る 恐 れ が あ る と 認 め た と き 。  

（ ２ ） こ の 契 約 の 締 結 又 は 履 行 に あ た り 、 乙 又 は そ の 代 理 人 に 不 正 の 行 為 が あ っ た と

   き 。  

（ ３ ） 故 意 又 は 過 失 に よ り 甲 に 重 大 な 損 害 を 与 え た と き 。  

（ ４ ） 正 当 な 理 由 が な く 、 契 約 の 履 行 を 怠 っ た と き 。  

（ ５ ） 関 係 法 令 に よ り 行 政 上 の 処 分 を 受 け た と き 。  

（ ６ ） こ の 契 約 に 基 づ く 甲 の 指 示 に 従 わ な か っ た と き 。  

（ ７ ） 法 人 の 役 員 等 （ 役 員 又 は 支 店 若 し く は 営 業 所 の 代 表 者 ） が 、 暴 力 団 （ 暴 力 団 員

   に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止 等 に 関 す る 法 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 77 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 号

   に 規 定 す る 暴 力 団 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 又 は 暴 力 団 員 （ 同 法 第 ２ 条 第 ６ 号 に 規

   定 す る 暴 力 団 員 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） で あ る と き 。  

（ ８ ） 役 員 等 が 、 自 己 、 自 社 、 若 し く は 第 三 者 の 不 正 の 利 益 を 図 る 目 的 又 は 第 三 者 に

   損 害 を 加 え る 目 的 を も っ て 、 暴 力 団 又 は 暴 力 団 員 を 利 用 す る な ど し て い る と  

き 。  

（ ９ ） 役 員 等 が 、 暴 力 団 又 は 暴 力 団 員 に 対 し て 、 資 金 等 を 供 給 し 、 又 は 便 宜 を 供 与 す  

る な ど 、 直 接 的 あ る い は 積 極 的 に 暴 力 団 の 維 持 、 運 営 に 協 力 し 、 若 し く は 関 与  

し て い る と き 。  

（ 10） 役 員 等 が 、 暴 力 団 又 は 暴 力 団 員 で あ る こ と を 知 り な が ら こ れ を 不 当 に 利 用 す る

   な ど し て い る と き 。  

（ 11） 役 員 等 が 、 暴 力 団 又 は 暴 力 団 員 と 社 会 的 に 非 難 さ れ る べ き 関 係 を 有 し て い る と  

き 。  

２  前 項 に 該 当 す る 場 合 の ほ か 、 甲 又 は 乙 が 、 契 約 期 間 中 に お い て こ の 契 約 を 解 除 し

 よ う と す る と き は 、 相 手 方 に 対 し て ３ か 月 前 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

３  第 １ 項 及 び 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 甲 が 契 約 を 解 除 し た 場 合 は 、 甲 は 乙 が 損 害 を 被

 る こ と が あ っ て も 賠 償 の 責 め は 負 わ な い 。  

４  甲 ま た は 乙 の 何 れ か が こ の 契 約 に 違 反 、 そ の 他 信 義 に 反 す る 重 大 な 事 実 が あ っ た

 場 合 は 、 他 の 当 事 者 は 書 面 に よ る 催 告 を 行 い 、 当 該 催 告 日 よ り 60 日 以 内 に 当 該 違

 反 が 是 正 さ れ な か っ た と き は 、 直 ち に こ の 契 約 を 解 除 す る こ と が で き る 。 なお、 こ

 の 解 除 は 損 害 賠 償 の 請 求 を 妨 げ な い 。  

 

 



（ 不 当 介 入 に 関 す る 通 報 ・ 報 告 ）  

第 20 条  乙 は 、 こ の 契 約 に 関 し て 、 暴 力 団 、 暴 力 団 員 か ら 不 当 介 入 を 受 け た 場 合

は 、 こ れ を 拒 否 し 、 速 や か に 不 当 介 入 の 事 実 を 甲 に 報 告 す る と と も に 警 察 へ 通 報 及

び 捜 査 上 必 要 な 協 力 を 行 う も の と す る 。  

 

（ 業 務 の 代 行 保 証 ）  

第 21 条  乙 が 火 災 、 労 働 争 議 、 業 務 停 止 等 の 事 情 よ り そ の 業 務 の 全 部 ま た は 一 部 の

遂 行 が 困 難 と な っ た 場 合 の 保 証 の た め 、 あ ら か じ め 業 務 の 代 行 者 と し て 丙 を 定 め 、

乙 が 受 託 業 務 を 履 行 で き な く な っ た 場 合 に は 、 乙 の 届 け に よ り 甲 は そ の 状 況 を 確 認

の 上 、 丙 に 遅 滞 な く 業 務 を 代 行 さ せ る も の と す る 。  

２  前 項 に よ り 丙 が 業 務 を 代 行 す る 場 合 、 丙 は 乙 に 代 わ っ て 本 契 約 各 条 項 を 遵 守 し な

 け れ ば な ら な い が 、 そ れ に よ り 乙 の 義 務 が 免 除 さ れ る も の で は な い 。  

 

（ 特 約 事 項 ）  

第 22 条  乙 は 、 甲 の 指 示 に 従 い 、 業 務 に 停 滞 が 生 じ な い よ う 適 切 か つ 確 実 に 、 業 務

の 引 継 ぎ を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

２  契 約 が 終 了 し た 場 合 は 、 乙 は 、 甲 の 指 示 に 従 い 、 業 務 に 停 滞 が 生 じ な い よ う 適 切

 か つ 確 実 に 、 甲 が 指 示 す る 者 に 対 し て 業 務 を 引 き 継 が な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 予 算 の 減 額 に よ る 契 約 の 解 除 ）  

第 23 条  甲 は 、 契 約 締 結 年 度 の 翌 年 度 以 降 に お い て 、 当 該 契 約 の 金 額 に つ い て 県 予 算

 の 減 額 又 は 削 除 が あ っ た 場 合 は 、 当 該 契 約 の 内 容 等 を 見 直 す こ と な ど に よ り 予 算 の

 範 囲 内 に お け る 変 更 契 約 の 可 能 性 な ど に つ い て も 乙 と 十 分 協 議 し た う え で 、 当 該 契

 約 を 継 続 す る こ と が 困 難 で あ る 場 合 に 限 り 、 当 該 契 約 を 解 除 す る こ と が で き る 。  

 

（ 契 約 外 の 事 項 ）  

第 24 条  こ の 契 約 に 疑 義 が 生 じ た 場 合 又 は 、 こ の 契 約 に 定 め の な い 事 項 に つ い て

は 、 甲 乙 協 議 の 上 処 理 す る も の と す る 。  

                                                                     

 こ の 契 約 の 締 結 を 証 す る 為 、 本 契 約 書 ３ 通 を 作 成 し 、 甲 乙 丙 記 名 押 印 の 上 、 そ れ ぞ

れ そ の １ 通 を 保 有 す る 。  

 

  令 和  年  月  日  

 

甲  沖 縄 県 南 風 原 町 字 新 川 118-1  
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院 長  福 里  吉 充  
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公 益 社 団 法 人 日 本 メ デ ィ カ ル 給 食 協 会   

 



（ 別  記 ）  

個 人 情 報 取 扱 特 記 事 項  

 

（ 基 本 的 事 項 ）  

第 １  乙 は 、 個 人 情 報 （ 生 存 す る 個 人 に 関 す る 情 報 で あ っ て 、 当 該 情 報 に 含 ま

れ る 氏 名 、 生 年 月 日 そ の 他 の 記 述 等 に よ り 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で き

る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 )の 保 護 の 重 要 性 を 認 識 し 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 を

行 う に 当 た っ て は 、 個 人 の 権 利 利 益 を 侵 害 す る こ と の な い よ う 、 個 人 情 報 の

取 扱 い を 適 正 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 秘 密 の 保 持 ）  

第 ２  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 に 関 し て 知 り 得 た 個 人 情 報 を 他 に 漏 ら し て は

な ら な い 。 こ の 契 約 が 終 了 し 、 又 は 解 除 さ れ た 後 に お い て も 、 同 様 と す る 。  

 

（ 適 正 管 理 ）  

第 ３  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 に 関 し て 知 り 得 た 個 人 情 報 に つ い て 、 漏 え

い 、 滅 失 及 び き 損 の 防 止 そ の 他 の 個 人 情 報 の 適 正 な 管 理 の た め に 必 要 な 措 置

を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 作 業 場 所 の 特 定 ）  

第 ４  乙 は 、 甲 の 特 定 す る 作 業 場 所 に お い て 、 個 人 情 報 を 取 り 扱 う も の と す

る 。 特 定 し た 作 業 場 所 か ら 当 該 個 人 情 報 を 持 ち 出 す こ と は 、 厳 禁 と す る 。  

 

（ 収 集 の 制 限 ）  

第 ５  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 を 行 う た め に 個 人 情 報 を 収 集 す る と き は 、 業

務 の 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 範 囲 内 で 、 適 法 か つ 公 正 な 手 段 に よ り 行 わ

な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 目 的 外 利 用 ・ 提 供 の 禁 止 ）  

第 ６  乙 は 、 甲 の 指 示 が あ る 場 合 を 除 き 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 に 関 し て 知 り 得

た 個 人 情 報 を 契 約 の 目 的 以 外 の 目 的 に 利 用 し 、 又 は 第 三 者 に 提 供 し て は な ら

な い 。  

 

（ 複 写 又 は 複 製 の 禁 止 ）  

第 ７  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 を 行 う た め に 甲 か ら 提 供 さ れ た 個 人 情 報 が 記

録 さ れ た 資 料 等 を 複 写 し 、 又 は 複 製 し て は な ら な い 。 た だ し 、 甲 の 承 諾 が あ

る と き は こ の 限 り で な い 。  

 

（ 業 務 従 事 者 へ の 周 知 ）  

第 ８  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 に 従 事 し て い る 者 に 対 し 、 在 職 中 及 び 退 職 後

に お い て も 当 該 業 務 に 関 し て 知 り 得 た 個 人 情 報 を 正 当 な 理 由 な く 他 人 に 知 ら

せ 、 又 は 当 該 業 務 の 目 的 以 外 の 目 的 に 使 用 し て は な ら な い こ と 、 沖 縄 県 個 人

情 報 保 護 条 例 に よ り 罰 則 が 適 用 さ れ る 場 合 が あ る こ と な ど 、 個 人 情 報 の 保 護

に 必 要 な 事 項 を 周 知 さ せ る も の と す る 。  

 

（ 再 委 託 の 禁 止 ）  

第 ９  乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 個 人 情 報 取 扱 事 務 に つ い て は 自 ら 行 う も と し 、 第

三 者 に そ の 取 扱 い を 委 託 し て は な ら な い 。 た だ し 、 甲 が 承 諾 し た 場 合 は こ の



限 り で な い 。  

  

（ 資 料 等 の 返 還 等 ）  

第 10 乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 を 行 う た め に 、 甲 か ら 提 供 を 受 け 、 又 は 乙 自

ら が 収 集 し 、 若 し く は 作 成 し た 個 人 情 報 が 記 録 さ れ た 資 料 等 は 、 こ の 契 約 の

終 了 後 直 ち に 甲 に 返 還 し 、 又 は 引 き 渡 す も の と す る 。 た だ し 、 甲 が 別 に 指 示

し た と き は 当 該 方 法 に よ る も の と す る 。  

  ま た 、 甲 の 承 諾 を 得 て 再 委 託 を し た 場 合 、 乙 は 甲 の 指 示 に よ り 、 こ の 契 約 の

終 了 後 直 ち に 当 該 再 委 託 先 か ら 個 人 情 報 が 記 録 さ れ た 資 料 等 を 回 収 す る も の

と す る 。  

 

（ 調 査 ）  

第 11 乙 は 、 こ の 契 約 に よ る 業 務 を 行 う に 当 た り 取 り 扱 っ て い る 個 人 情 報 の 状

況 に つ い て 、 甲 の 求 め が あ っ た 場 合 は 、 随 時 調 査 報 告 す る こ と と す る 。  

 

（ 事 故 発 生 時 に お け る 報 告 ）  

第 12 乙 は 、 こ の 特 記 事 項 に 違 反 す る 事 態 が 生 じ 、 又 は 生 じ る 恐 れ の あ る こ と

を 知 っ た と き は 、 速 や か に 甲 に 報 告 し 、 甲 の 指 示 に 従 う も の と す る 。  

  

（ 損 害 賠 償 ）  

第 13 業 務 の 処 理 に 関 し 、 個 人 情 報 の 取 扱 い に よ り 発 生 し た 損 害 （ 第 三 者 に 及

ぼ し た 損 害 を 含 む 。 ） の た め に 生 じ た 経 費 は 、 乙 が 負 担 す る も の と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


